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中期経営計画(2017年３月期～2019年３月期)に関するお知らせ 

 

当社は、長期経営ビジョンとして「地盤の環境・エネルギーに関わる問題解決を担うグローバルな専門企業

集団」を目指し、2017年３月期～2019年３月期までの３年間を対象とした中期経営計画を策定いたしました

ので、その概要についてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．経営方針 

 当社グループは、環境保全に役立つサービスや製品の提供を通して、環境問題の解決と健やかな環境づくり

を推進し、持続可能な社会の構築に貢献することを経営の基本理念とし、以下の経営方針を定めております。 

①顧客満足を第一に考え、成果、品質、価格、アフターサービスにおいて、期待以上に満足してもらえるよ 

うに継続的な改善に努める。 

②競争力のあるサービスと製品を提供し続けるために、バイタリティとスピードをもって技術革新に挑戦し、

新たなイノベーションの創出を目指す。 

③展開する事業領域内において No.１を目指す。 

④国内で事業基盤を固めグローバルに展開することを目指す。 

⑤グループの相乗効果と総合力を生かして、継続的で質の高い成長を目指す。 

⑥社員が安心して業務を遂行できるように、社内環境・待遇の継続的な改善に努める。 

 

２．目標とする経営指標 

 当社グループは、国内では土壌汚染関連業界内での確固たる地位を確立し、国内で培ったノウハウを活用し

て中国などアジア諸国の土壌汚染問題解決に貢献するグローバル企業を目指しています。実現に向けては、中

期的には 2019 年３月期には連結営業利益６億円を経営成績の重要な目標として、企業価値の最大化を図って

まいります。 

 

３．中長期的な会社の経営戦略 

当社グループの中核事業である土壌汚染対策事業では、その黎明期にいち早く導入した汚染土壌を掘削・場

外搬出せずに場内で土壌浄化ができる「原位置浄化・オンサイト浄化」に関する技術力を核心的競争力として

実績で他社を圧倒することを目指してまいりました。核心的競争力に加えて「掘削除去・場外搬出」を得意と

する YAMA テック株式会社や工場跡地等での物流不動産の開発を得意とする株式会社シーアールイーとの資本

業務提携を図りながら、土壌汚染対策事業、ブラウンフィールド活用事業、自然エネルギー事業を展開するこ

とで、土壌汚染地の調査から有効活用までの顧客の幅広いニーズに一貫して応えて他社との差別化を図り、土
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壌汚染関連業界内でのリーディングカンパニーとしての地位を確立します。 

 さらに国内で培った「原位置浄化・オンサイト浄化」のノウハウと実績を中国などアジア諸国の土壌汚染問

題解決に積極展開し、グローバル企業としての成長を目指します。 

 各事業セグメントにおける中期的な戦略概要は下記のとおりです。 

①土壌汚染対策事業 

・原位置熱脱着（ISTD）導入により、原位置浄化の技術的競争優位の強化を図ります。 

・資本業務提携により、営業基盤の強化を図ります。 

・ビジネスモデルの再構築により中国事業の早期収益化を目指します。 

 

②ブラウンフィールド活用事業 

・簡易地歴調査・汚染リスク評価サービスによる金融機関・仲介会社との連携強化を図ります。 

・不動産仲介業者以外（経営コンサル、金融機関、工場出入業者等）の情報ソースの拡大を図ります。 

・工場・倉庫の賃貸物件取得による安定収入の確保も合わせて行います。 

 

③自然エネルギー事業 

・自社開発物件の総発電量 30Mw構想の推進により収益基盤の安定化を図ります。 

 

 

  

以 上 


